
 

チェンマイの学校と子供の日 

 

タイの北部で第2の都市チェンマイの学校に１月に訪問をした。タイでは

１月第 2 土曜日が子供の日なので、その前日の 10 日に学校では 1 日中

子供の日の行事を行っていた。午前中は学年別の発表会で、歌やダンス

をステージで披露していた。午後はゲーム大会で、勉強はなく、1 日お菓

子やジュースが配られ、楽しんでいた。 

 もちろん、翌日は学校がお休みだったが、色々な場所で子供が楽しめる

イベントが開催されていた。 

 英語の授業は 3年前より増加し、1 年～3年生で週 1 クラスから 3 クラスに、

4年～6年生で週2クラスから 4クラスになっていた。タイ全体では英語力の向

上がみられるようだが、この学校ではまだそれが感じられないと先生は言って

いた。その理由は公立学校なので、比較的所得が低い家庭からの子が多く（タ

イでは所得が中以上なら、私立学校に入れる）、色々な民族の生徒で構成さ

れていて、３０％がモスリム系の子で先ずはタイ語の習得が優先されている。

「特に、先ずは英語に興味を持たせる必要があるので、スピーキングに力を入

れている。リーディング力はなかなかつかない。国から支給されている教科

書は難しすぎて、程度に合う教材を探して与えている。」とウイ先生は話し

ていた。この学校で成果が出るには時間がかかりそうである。 

 一般的に英語や日本語、中国語、IT の能力がある人がより高い給料が

払われる。タイの国籍がなくても、山岳族やミャンマーからのロヒンギャや

他国からの民族の子供にも無料で教育の機会が与えられている。その結

果、生徒全体の学力が低くなるなど、問題も色々ありそうだが、大学入試セ

ンター試験でのスピーキングとライティングテストの導入を延期した日本よりははるかに先に進んでいると感じた。

日本人も英語と IT 能力の向上が絶対的に必要と再認識した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイ・チェンマイ学校視察(2020/01/10～13) 

あぜりあ School 校長 勝山ひとみ 


